
10
月
27
日
に
投
開
票
さ
れ
た

第
50
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
「
投
票
の
際
に
重
視
し

た
政
策
の
分
野
」
に
つ
い
て
本

校
生
に
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
対
象
は
本
校
３
年
生
で
、

有
効
回
答
数
は
64
人
。
そ
の
う

ち
29
人
が
衆
院
選
の
際
、
有
権

者
だ
っ
た
。

投
票
の
際
に
重
視
し
た
（
ま

た
は
現
在
重
視
し
て
い
る
）
政

策
分
野
と
し
て
、
最
も
回
答
数

が
多
か
っ
た
項
目
は
複
数
回
答

で
「
経
済
対
策
」
計
37
名
。
そ

の
次
に
回
答
数
が
多
か
っ
た
項

目

は

、

「

子

ど

も

・

教

育
政
策
」

で
25

人

だ
っ
た
。

「
経
済
対
策
」
で
ど
の
よ
う

な
点
に
関
心
が
あ
る
か
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
「
消
費
税
減
税
」

「
物
価
高
対
策
」
「
１
０
３
万

円
の
壁
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
挙
げ
ら
れ
た
。
特
に
「
消
費

税
減
税
」
の
よ
う
な
減
税
に
関

す
る
記
述
が
目
立
ち
、
高
校
生

有
権
者
が
税
負
担
の
改
善
を
望

ん
で
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。次

に
回
答
数
が
多
か
っ
た

「
子
ど
も
・
教
育
政
策
」
に
関

し
て
は
、
特
に
関
心
が
あ
る
点

と
し
て
「
少
子
化
対
策
」
と

「
教
育
費
の
軽
減
」
が
挙
げ
ら

れ
た
。
「
教
育
費
の
軽
減
」
に

つ
い
て
は
、
「
通
学
の
交
通
費

の
負
担
軽
減
」
と
具
体
的
な
記

述
も
あ
り
、
生
徒
が
バ
ス
・
電

車
等
の
通
学
費
用
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
費
の
負
担
に
つ
い
て

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

一
方
で
、
鹿
児
島
県
で
は
地

域
活
性
化
が
大
き
な
課
題
だ
が

「
地
方
の
活
性
化
」
を
選
ん
だ

人
は
６
人
と
少
な
か
っ
た
。
や

は
り
、
生
徒
自
身
が
自
分
の
生

活
感
覚
と
し
て
、
日
頃
か
ら
問

題
視
し
て
い
る
政
策
分
野
を
重

視
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
。

〔
上
栗
悠
生
依
〕

11
月
10
日
に
、
あ
い
ハ
ウ
ジ

ン
グ
ア
リ
ー
ナ
松
元
（
鹿
児
島

市

上

谷

口

町

）

で

「
第
２
回
ま
つ
も
と

ま
る
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
企
画

が
催
さ
れ
た
他
、
地

域
の
特
産
品
を
販
売

す
る
お
店
が
多
数
出

店
し
た
。
地
域
活
性
化
を
ね
ら
っ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
本
校
生

が
多
数
参
加
し
、
そ
の
盛
り
上

げ
に
貢
献
し
た
。

美
術
科
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
等
の
販
売
や
、
似
顔

絵
を
そ
の
場
で
描
い
て
販
売
す

る
ブ
ー
ス
を
作
り
、
美
術
に
気

軽
に
親
し
め
る
空
間
を
提
供
し

た
。書

道
部
は
ス
テ
ー
ジ
企
画
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
袴
姿
で
筆
を

走
ら
せ
、
迫
力
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
観
客
を
圧
倒
し
た
。

音
楽
部
は
会
場
の
端
ま
で
歌

声
を
響
か
せ
、
吹
奏
楽
部
は
デ
ィ

ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
等
を
披
露
し
、

観
客
は
体
を
揺
ら
し
楽
し
ん
だ
。

ま
た
本
校
か
ら
は
文
化
・
芸

術
面
か
ら
の
貢
献
だ
け
で
は
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
、

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
生
徒
会

役
員
の
計
45
名
が
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。
会

場
で
は
、
案
内
・
誘
導
や
飲
食

ス
ペ
ー
ス
で
の
手
伝
い
等
、
様
々

な
業
務
を
担
っ
た
。
「
ス
タ
ッ

フ
や
お
客
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、

松
陽
高
校
の
明
る
さ
や
良
さ
が

伝
わ
っ
た
と
思
う
」
と
生
徒
会

長
の
久
保
田
萌
愛
さ
ん
（
２―

４
）
は
語
っ
た
。

〔
生
徒
会
新
聞
委
員
会
・
新
村

友
佳
子
〕
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令
和
６
年
は
本
校
18
歳
有
権
者
に
と
っ
て
選
挙

イ
ヤ
ー
だ
っ
た
。
４
月
の
鹿
児
島
市
議
会
議
員
選

挙
を
皮
切
り
に
、
７
月
の
県
知
事
選
挙
、
10
月
の

衆
議
院
議
員
選
挙
、
11
月
の
鹿
児
島
市
長
選
挙
と

続
き
、
18
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
成
人
を
迎
え
た

喜
び
半
分
、
誰
に
投
票
し
た
ら
良
い
か
頭
を
悩
ま

し
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

今
年
行
わ
れ
た
選
挙
の
中
で
も
特
に
第
50
回
衆

議
院
議
員
選
挙
は
、
少
数
与
党
の
政
権
が
誕
生
す

る
な
ど
日
本
全
体
に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
と
な
っ

た
。
与
党
が
過
半
数
を
割
り
込
む
の
は
民
主
党
政

権
が
誕
生
し
た
15
年
前
の
２
０
０
９
年
以
来
と
な

る
。今

回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
、

物
価
高
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
対
策
が
主
な

争
点
と
な
り
、
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
総
務

省
に
よ
る
と
今
回
の
投
票
率
は
53
・
85
％
で
前
回

を
２
・
08
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
戦
後
３
番
目
に
低

か
っ
た
。
し
か
し
、
有
権
者
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し

た
ば
か
り
の
18
歳
の
若
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
一

票
の
積
み
重
ね
が
国
の
政
治
の
在
り
様
を
大
き
く

変
え
る
力
を
も
つ
場
面
に
遭
遇
し
た
わ
け
で
あ
り
、

大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
経
験
と
な
っ
た
。

そ
の
他
に
も
、
注
目
さ
れ
た
政
治
の
動
き
と
し

て
、
兵
庫
県
知
事
が
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
よ
り
兵
庫

県
議
会
で
不
信
任
決
議
案
が
可
決
さ
れ
失
職
し
た

後
に
行
わ
れ
た
11
月
の
知
事
選
挙
で
は
、
現
職
が

再
選
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
等
で
大
き
な
議
論
が
起
き
た
。

そ
の
中
で
、
問
題
視
さ
れ
た
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お

け
る
選
挙
に
関
す
る
誹
謗
中
傷
や
真
偽
不
明
の
情

報
の
拡
散
だ
。
兵
庫
県
議
会
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
若
者

の
投
票
を
促
し
た
点
を
評
価
し
な
が
ら
も
「
言
論

の
場
に
お
い
て
、
選
挙
の
公
平
・
公
正
を
損
な
う

よ
う
な
行
為
が
横
行
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
の

健
全
性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
」
と
意
見
書
を
国

に
提
出
し
た
。

ま
た
海
外
で
も
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
大
統
領
選
で

は
、
泡
沫
候
補
が
動
画
投
稿
ア
プ
リ
を
使
用
し
て

選
挙
運
動
で
首
位
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
憲
法
裁

判
所
が
無
効
を
宣
言
し
た
と
い
う
。

11
月
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
は
、

共
和
党
候
補
の
ト
ラ
ン
プ
氏
と
民
主
党
候
補
の
ハ

リ
ス
氏
が
接
戦
と
な
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
予

想
外
の
圧
勝
の
背
景
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
を
受
け

た
層
の
投
票
率
が
上
昇
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

私
た
ち
若
者
に
と
っ
て
情
報
の
入
手
の
方
法
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
得
る
こ
と

が
一
般
的
だ
。
従
来
は
、
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
の
党
派
性
に
世
論
が
影
響
を
受
け
る
こ

と
を
意
識
し
た
「
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
」
が
重

要
視
さ
れ
て
き
た
が
、
も
は
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
は

政
治
の
党
派
性
の
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
も
の
で

は
な
く
、
真
偽
不
明
の
デ
マ
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
現
状
だ
。

選
挙
に
際
し
、
有
権
者
が
よ
り
よ
い
投
票
行
動

を
す
る
た
め
に
、
主
体
的
に
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
は
重
要
だ
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ

け
に
依
存
す
る
こ
と
は
大
き
な
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
る
。
私
た
ち
若
者
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
の
よ
う
な
従
来
型
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
も
手
軽
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
依
存
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
私
た
ち

は
、
複
数
の
情
報
源
か
ら
の
情
報
収
集
や
、
そ
の

発
信
元
の
信
頼
性
を
見
極
め
る
目
を
養
う
努
力
が

求
め
ら
れ
る
時
代
の
有
権
者
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

〔
松
陽
ス
ピ
リ
ッ
ト
〕
〔
上
栗
悠
生
依
〕

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
投
票
行
動

情
報
の
真
偽
見
極
め
る
目
大
切
に

論説

Q，松陽高校の第一期生の
俳優の沢村一樹さんは高校
時代の部活動は何部に所属
していたでしょうか？
①演劇部
②バレーボール部

③バスケットボール部
※答えは、４面にあるよ。

松 陽子
MATSU  YOKO

のクイズタイム！

10
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
自
民
党
幹
事
長
の
森
山
裕

氏
（

79
歳
）
の
姿
を
テ
レ
ビ
で

見
た
生
徒
も
多
か
っ
た
こ
と
と

思
う
。
森
山
氏
は
、
鹿
児
島
４

区
（
鹿
屋
市
・
霧
島
市
等
）
か

ら
の
選
出
。
地
方
議
員
か
ら
数

え
て

48
年
間
の
議
員
活
動
を
務

め
、
衆
議
院
議
員
当
選
８
回
の

大
物
政
治
家
だ
。
今
回
、
国
会

議
員
在
職

25
年
を
記
念
し
て

「
永
年
在
職
表
彰
」
を
受
け
た

こ
と
で
、
肖
像
画
は
衆
議
院
委

員
会
室
に
掲
額
さ
れ
る
。

本
県
ゆ
か
り
の
政
治
家
と
し

て
は
、
近
年
は
二
階
堂
進
氏
に

続
い
て
の
掲
額
と
い
う
。
そ
の

二
階
堂
氏
の
肖
像
画
を
描
い
た

の
は
、
洋
画
家
吉
井
淳
二
氏
だ
。

吉
井
氏
は
１
９
０
４
年
曽
於
郡

末
吉
町
出
身
で
、
文
化
勲
章
を

受
章
し
た
人
物
だ
。
そ
の
絵
に

続
い
て
、
森
山
氏
の
肖
像
画
の

制
作
を
宍
野
先
生
が
依
頼
を
受

け
た
の
が
、
令
和
５
年
７
月
の

こ
と
、
そ
の
後
約
３
か
月
を
か

け
て
描
い
た
と
い
う
。

宍
野
先
生
に
よ
る
と
、
本
人

の
写
真
が
一
枚
渡
さ
れ
、
他
の

肖
像
画
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
に
、
様
々
な
指
定
が
あ
っ

た
と
い
う
。
「
森
山
氏
は
昭
和

20
年
４
月
に
鹿
児
島
大
空
襲
の

中
、
鹿
屋
市
内
の
防
空
壕
で
生

ま
れ
、
小
中
学
生
の
頃
は
新
聞

配
達
で
家
計
を
支
え
、
高
校
は

働
き
な
が
ら
夜
間

課
程
に
通
う
な
ど
、

苦
労
の
末
に
政
治

家
と
な
っ
た
方
。

肖
像
画
に
は
厳
し

い
人
生
を
乗
り
越

え
て
こ
ら
れ
た
森

山
氏
の
活
力
が
満

ち
る
よ
う
に
描
い

た
」
と
い
う
。

ま
た
「
比
較
的
若
い
私
に
、

こ
の
よ
う
な
大
役
を
任
さ
れ
た

か
ら
に
は
、
様
々
な
制
限
が
あ

る
中
で
も
若
々
し
い
タ
ッ
チ
を

意
識
し
た
」
と
い
う
。
ま
た
、

「
日
頃
描
く
絵
は
、
自
分
を
前

面
に
出
し
、
い
い
意
味
で
尖
っ

た
絵
を
描
く
こ
と
が
大
切
だ
が
、

肖
像
画
は
、
自
分
を
『
消
す
』

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に

は
苦
労
し
た
」
と
語
っ
た
。

衆
院
選
後
の
政
界
の
混
乱
が

続
く
中
、
ま
だ
、
森
山
氏
本
人

か
ら
は
コ
メ
ン
ト
は
も
ら
え
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
「
一
番
の

喜
び
は
本
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
」
と
い
う
宍
野
先
生
。

衆
議
院
の
肖
像
画
の
前
で
森

山
氏
と
話
が
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
。

〔
梶
木
詩
桜
〕

本
校
の
美
術
科
教
諭
の
宍
野
寛

（
し
し
の
か
ん
）
先
生
と
い
え
ば
、

「
ロ
リ
ー
タ
系
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
少
女
」
の
よ
う
な
や
や

奇
抜
な
作
品
を
描
く
先
生
、
と
い

う
印
象
の
生
徒
も
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
朗
ら
か
で
生
徒
に

人
気
の
あ
る
宍
野
先
生
が
、
現
在

の
自
由
民
主
党
の
幹
事
長
、
森
山

裕
（
も
り
や
ま
ひ
ろ
し
）
氏
の
肖

像
画
を
手
掛
け
た
と
い
う
。
衆
議

院
議
員
在
職

25
年
を
記
念
す
る
重

要
な
肖
像
画
作
成
を
手
掛
け
た
経

緯
等
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

宍野先生
与党幹事長を描く

美術科教諭

宍野 寛先生（49）

衆議院に掲額

縦
91
セ
ン
チ

横
72
・
7
セ
ン
チ
（
Ｆ
30
号
）

油
絵
・
キ
ャ
ン
バ
ス

松
元
マ
ル
シ
ェ

本
校
生
が
地
域
貢
献

衆院選 意識調査

問 あなたが投票の際に重視した （または，現在，重
視している）政策の分野について，特に重視した２つに
○をつけてください。 ※また，具体的にどのような点に
関心があるか，記入してください。

本校有権者
経済,子ども･教育を重視

※グラフ数字は
回答数（人）

松
元
出
身
の
上
柿
元
勝
シ
ェ

フ
の
地
元
野
菜
を
使
っ
た

特
製
ス
ー
プ
の
ブ
ー
ス
を

手
伝
う
本
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア


